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Ａ　

保
育
所
で
は
、
人
材
の
確
保
と

保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減
が
大
き
な

課
題
。
保
育
の
質
に
関
わ
る
配
置
基

準
の
改
善
は
国
の
責
任
で
進
め
る
べ

き
も
の
と
考
え
、県
議
会
と
と
も
に
、

国
に
対
し
最
重
点
項
目
と
し
て
要
望

し
て
き
た
。
全
国
知
事
会
で
も
同
様

の
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
早
期
の
基

準
改
善
に
向
け
て
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
。

防
災
情
報
を
効

果
的
に
配
信
す

る
た
め
、
発
信

方
法
を
ど
う
見

直
す
か
。

Ａ　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
に

よ
り
、
現
在
地
の
危
険
度
や
避
難
所

の
情
報
を
表
示
す
る
機
能
な
ど
を
備

え
た
新
た
な
防
災
情
報
提
供
ツ
ー
ル

「
ふ
く
お
か
防
災
ナ
ビ
・
ま
も
る
く

ん
」
を
導
入
す
る
。
12
月
の
運
用
開

始
を
目
指
し
て
い
る
。
開
始
に
あ
た

っ
て
は
「
防
災
メ
ー
ル
・
ま
も
る
く

ん
」
の
利
用
者
に
メ
ー
ル
で
ア
プ
リ

移
行
を
促
す
。
報
道
機
関
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
販
売
店
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ

活
動
や
、
高
齢
者
に
操
作
を
教
え
る

指
導
者
の
養
成
な
ど
「
登
録
促
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
。

県
立
学
校
に
お

け
る
長
時
間
労

働
に
つ
い
て
、

現
状
と
対
策
を

尋
ね
る
。

Ａ　

昨
年
度
、
超
過
勤
務
が
年

３
６
０
時
間
を
超
え
た
教
職
員
は

３
３
３
８
人
で
全
体
の
約
48
％
、
月

80
時
間
超
は
月
平
均
で
３
９
２
人
、

年
間
で
延
べ
４
７
０
４
人
。
業
務
の

効
率
化
や
部
活
動
の
負
担
軽
減
等
に

よ
り
、
月
80
時
間
を
超
え
た
教
職
員

は
令
和
元
年
度
と
比
べ
約
４
割
減
少

す
る
な
ど
一
定
の
改
善
は
図
ら
れ
て

い
る
。
本
年
度
か
ら
、
月
80
時
間
を

超
え
る
教
職
員
に
つ
い
て
は
、毎
月
、

管
理
職
が
原
因
を
分
析
・
把
握
し
、

改
善
策
を
職
員
本
人
と
協
議
し
た
上

で
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

５
０
０
万
県
民

が
必
要
と
す
る

食
料
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

収
益
性
の
高
い
農
林
漁
業
経
営

の
確
立
と
持
続
性
の
両
立
を
目
指

し
、
今
年
３
月
に
「
福
岡
県
農
林
水

産
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
多
様
な
消
費
者
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
、
生
産
力
を
強
化
す

る
た
め
、
優
良
品
種
の
導
入
や
先
進

的
な
施
設
・
機
械
の
導
入
、
農
業
の

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
高
品
質
・
高
収
量
・

省
力
化
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
併
せ
て
、
中
山
間
地
域
の
特
性

に
合
っ
た
収
益
性
の
高
い
作
物
の
導

入
な
ど
地
域
の
活
力
向
上
に
も
取
り

組
む
。

久
留
米
市
田
主

丸
町
の
盛
土
に

対
し
、
住
民
の

不
安
が
高
ま
っ

て
い
る
。
県
の
対
応
を
問
う
。

Ａ　

昨
年
５
月
に
地
元
か
ら
通
報
が

あ
り
、
県
で
は
随
時
、
現
地
確
認
を

し
て
い
る
。
静
岡
県
熱
海
市
の
土
石

流
災
害
を
受
け
た
盛
土
総
点
検
で

は
、
直
ち
に
大
規
模
災
害
に
つ
な
が

る
状
況
で
は
な
い
と
判
断
し
た
が
、

盛
土
の
勾
配
や
高
さ
に
是
正
が
必
要

な
箇
所
が
あ
り
、
行
為
者
を
指
導
し

た
。
現
在
、
土
砂
の
撤
去
が
行
わ
れ

て
お
り
、
是
正
さ
れ
る
ま
で
指
導
を

徹
底
す
る
。
新
た
に
是
正
措
置
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
行

為
者
な
ど
に
防
災
対
策
の
指
導
を
行

う
。

本
県
の
行
政
手

続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
取
り
組

み
と
進
捗
に
つ

い
て
問
う
。

Ａ　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
、
昨
年
度
か

ら
企
画
・
地
域
振
興
部
で
取
り
ま
と

め
集
中
的
に
進
め
た
結
果
、
全
部
局

の
手
続
き
約
８
４
０
０
の
う
ち
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
可
能
な
も
の
は
、
一

昨
年
度
末
の
約
２
６
０
か
ら
今
年

５
月
末
現
在
で
約
４
４
０
０
に
拡

大
。
さ
ら
に
、
約
６
０
０
を
本
年
度

中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
。
残
る
約

３
４
０
０
は
法
令
等
で
対
面
で
の
や

り
取
り
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
県

の
条
例
・
規
制
で
定
め
の
あ
る
手
続

き
は
、
規
制
の
見
直
し
を
検
討
し
、

順
次
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
目
指
す
。

大
牟
田
市
の
市

街
地
再
開
発
事

業
の
再
構
築
に

対
す
る
県
の
取

り
組
み
と
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ　

事
業
化
前
の
検
討
の
際
で
も

補
助
が
受
け
ら
れ
る
国
の
制
度
「
都

市
再
開
発
支
援
事
業
」
に
、
大
牟
田

市
の
市
街
地
再
開
発
事
業
の
再
構

築
が
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
県
も
助

言
・
調
整
な
ど
で
支
援
し
、
令
和
元

年
度
に
事
業
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
制

度
を
活
用
し
、
同
市
は
新
た
な
事
業

参
画
者
の
確
保
に
向
け
、
事
業
計
画

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
同
市
が
国
の
支
援
制
度

を
活
用
で
き
る
よ
う
、
国
と
の
協
議

に
県
も
積
極
的
に
参
画
し
、
支
援
し

て
い
く
。

第
１
次
県
自
転

車
活
用
推
進
計

画
で
の
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

促
進
の
成
果
と
第
２
次
計
画
で
の
取

り
組
み
を
尋
ね
る
。

Ａ　

第
１
次
計
画
で
は
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
新
た
な
体
験
型
観
光

と
位
置
づ
け
、「
直
方
・
宗
像
・
志

賀
島
ル
ー
ト
」
な
ど
10
の
広
域
ル
ー

ト
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル

ス
タ
ン
ド
を
備
え
た
飲
食
店
な
ど
を

「
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し

て
３
２
０
カ
所
認
定
す
る
な
ど
、
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入
れ
環
境
も
整

備
し
た
。
本
年
度
か
ら
の
第
２
次
計

画
で
は
、
国
内
外
か
ら
サ
イ
ク
リ
ス

ト
を
呼
び
込
む
た
め
の
旅
行
商
品
造

成
に
取
り
組
む
。

俳
句
短
歌
の
教

育
的
価
値
と
学

校
教
育
に
お
け

る
取
り
扱
い
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

俳
句
短
歌
に
は
、
言
葉
の
も
つ

価
値
へ
の
認
識
を
深
め
言
語
感
覚
を

磨
く
と
と
も
に
、
時
代
的
背
景
な
ど

を
学
び
、
地
域
社
会
の
歴
史
や
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
教
育
的
価
値
が
あ
る
。
現

在
、
小
・
中
・
高
等
学
校
で
は
、
国

語
科
で
俳
句
短
歌
の
も
つ
言
葉
の
響

き
や
リ
ズ
ム
に
親
し
ん
だ
り
、
創
作

し
た
り
す
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、「
梅
花
の
宴
」
の
模
擬
体
験
や
、

生
徒
が
創
作
し
た
俳
句
短
歌
の
優
秀

作
品
を
表
彰
す
る
取
り
組
み
な
ど
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

国
の
「
こ
ど
も

み
ら
い
住
宅
支

援
事
業
」
に
対

す
る
県
の
関
わ

り
を
尋
ね
る
。

Ａ　

同
事
業
は
、
子
育
て
世
帯
や
若

者
夫
婦
世
帯
な
ど
が
、
高
い
省
エ
ネ

性
能
を
有
す
る
新
築
住
宅
の
取
得
や

省
エ
ネ
改
修
等
を
行
う
際
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
工
事
費
の
一
部
を

国
が
直
接
補
助
す
る
事
業
。
事
前
に

登
録
し
た
事
業
者
が
国
に
申
請
し
て

補
助
を
受
け
、
消
費
者
に
還
元
す
る

仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
県
で
は
、
事

業
者
対
象
の
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
で
制

度
を
紹
介
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

事
業
者
向
け
の
講
習
会
で
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
も
周
知
を
図
る
。「

早
期
の
文
理

分
断
か
ら
の
脱

却
に
向
け
て
、

文
理
横
断
的
な

教
育
を
進
め
る
」
と
い
う
教
育
未
来

創
造
会
議
の
提
言
に
つ
い
て
、
教
育

長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　

提
言
は
、
予
測
不
可
能
な
社
会

に
お
い
て
、
新
た
な
価
値
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
創
造
し
、
社
会
課
題
の
解
決
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
文
理

の
壁
を
超
え
た
普
遍
的
知
識
・
能
力

を
備
え
た
人
材
育
成
の
在
り
方
を

示
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
今

後
、
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、

大
学
入
学
者
選
抜
の
動
向
に
応
じ

て
、
高
校
で
も
文
理
横
断
的
な
学
習

を
意
識
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

ひ
き
こ
も
り
支

援
に
は
複
数
年

の
推
進
計
画
が

必
要
で
あ
る
。

知
事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
特
化
し
た

複
数
年
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い

が
、
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
「
福
岡
県
地
域

福
祉
支
援
計
画
」
で
は
「
ひ
き
こ
も

り
対
策
の
推
進
」
を
一
つ
の
柱
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。
支
援
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
計
画

に
従
い
、
具
体
的
な
事
業
の
計
画
、

進
捗
管
理
や
評
価
、
課
題
の
抽
出
、

事
業
の
見
直
し
等
を
行
い
な
が
ら
支

援
の
充
実
に
取
り
組
む
。

会
派
で
行
っ
た

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る

痴
漢
・
盗
撮
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、

深
刻
な
被
害
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
特
に
10
代
の
被
害
が
多
い
こ
と

か
ら
、
県
と
県
警
・
学
校
が
連
携
し
、

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
強

化
す
る
こ
と
が
必
要
。見
解
を
問
う
。

Ａ　

県
警
察
と
し
て
は
防
犯
ア
プ
リ

の
活
用
、
鉄
道
事
業
者
と
の
連
携
、

受
験
シ
ー
ズ
ン
の
対
策
強
化
を
引
き

続
き
行
う
。
教
育
長
と
し
て
は
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
全
校
配
置
な

ど
相
談
体
制
の
整
備
・
充
実
に
加
え
、

電
話
、
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に

よ
る
相
談
窓
口
の
周
知
を
図
る
。
知

事
と
し
て
は
加
害
者
対
策
に
一
層
取

り
組
む
。
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